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研究成果の概要：台湾、朝鮮、｢満洲国｣、「関東州」、南洋群島、南方占領地（マラヤ・シンガ

ポール、インドネシア、ビルマ）向けに編纂使用された初等教育用の各教科の教科書と同時代

の国定教科書を対比させ、内容について両者間の異同性を分析した。植民地･占領地教科書には、

現地向けに部分的に平易化・創作の工夫が見られるが、概して当時の日本の臣民教育を強く反

映していたこと、特に戦時下になると国民学校用教材との同一性が見られた。 
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１．研究開始当初の背景 
本研究開始までの日本植民地教育史研究は、
特定地域を対象にした教育制度、教育内容、
実態調査などが主であり、植民地・占領地向
けに発行された各教科の教科書と同時代に
発行された国定教科書の内容に関する対象
研究、両教科書間の異同性分析、また地域横
断的な研究は国内外でなされていなかった。
そこで植民地教育史の研究を深化発展させ
るため、植民地･占領地全域及び初等教育全
教科の内容を対象にし、植民地・占領地と国
定教科書間の異同性分析に焦点を当てた本
研究を企画した。 
 

２．研究の目的 
植民地・占領地の初等教育用の各教科用教科
書とそれに対応する国定教科書の内容を対
比分析し、両者間にどのような異同性が見ら
れるか、またその異同性をどのように捉える
のか、さらに、日本帝国は植民地・占領地教
科書によってどのような植民地青少年を育
成しようとしていたのかについて考察する。 
 
３．研究の方法 
（１）玉川大学教育博物館に収蔵されている、
主に台湾・朝鮮教科書に加えて、科研プロジ
ェクト参加者が現地調査等で収集した植民
地・占領地教科書と国定教科書のデータベー



ス（地域・科目・教科書名・発行期・課名（単
元・項目））を作成する。 
（２）科目・地域・発行期ごとに割り当てら
れた分担者は、植民地・占領地教科書のデー
タを基に、植民地・占領地教科書と国定教科
書の内容を対比させ、異同性を分析し考察す
る。異同性判断の基準は教科ごとに行なう。 
（３）分析結果から植民地・占領地教科書が
植民地青少年の育成にどのような役割を果
たしたかについて考察する。 
 
４．研究成果 
3 カ年の研究期間に以下の研究成果を発表し
た。 
（1）『玉川大学教育博物館所蔵外地教科書目 
録』、玉川大学教育博物館編集、2007 年 3 月 
（2）『玉川大学教育博物館所蔵外地教育史料 
目録』、玉川大学教育博物館編集、2007 年 12 
月 
（3）『日本植民地・占領地の教科書に関する 
総合的比較研究―国定教科書との異同の観 
点を中心に―』、平成 18 年度～平成 20 年度 
科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ）(一般)、 
課題番号 18330171、研究成果報告書、2009 
年 3 月 
（4）『別冊 植民地･占領地･国定教科書目次 
目録』、平成 18 年度～平成 20 年度科学研究 
費補助金（基盤研究（Ｂ）（一般）、課題番号 
18330171、研究成果報告書、2009 年 3月 
教科書の比較研究の具体的な成果は上記（3）
に発表されているが、その科目ごとの概要は
以下の通り。 
①国語 
植民地・占領地の国語･日本語教科書に国定
国語教科書を対比させ、両教科書の課名、本
文、挿絵の異同性を分析した。異同性の基準
を次のように定めた。     
同一：漢字・かな表記・分かち書きの相違を
問わないで、耳で聞いて同じ音に聞こえるも
の。 
類似：文語から口語への文体変更、仮名遣い
変更（歴史的仮名遣い･表音式仮名遣い）、言
い回しの変更、部分的に短縮・伸長・追加は
あるが、内容が類似しているもの。また、課
名は異なるが内容が非常に似通っているも
の。 
異なる：国定教科書教材とは全く異なるもの、
あるいは課名は同じで内容が異なるもの。 
植民地国語教科書といえば、ほとんど国定教
科書からの転移であると予想されがちであ
るが、実際に対比分析してみると、地域、発
行期、学年（巻）によってかなり異なった結
果となった。 
例えば、台湾第３期『国語読本』では、国定
国語読本から台湾３期への転移と判断され
る教材は 23％であるのに対し、「創作」が 44％
であったこと（合津報告）、同様に台湾４期

では 26％、５期では 29%が国定からの転移で
あったことが判明した。（陳報告） 
朝鮮国語読本の分析では、国定国語読本から
朝鮮第１期への同一内容の転移は 3％（類似
は 88％）であるのに対し、朝鮮２期へは 43％
（類似は 18％）がみられた。(金報告）朝鮮
4 期と国定国語読本の同一課名を持つ教材の
内容の同一率は、巻二 29％から巻六 90％へ
と高くなっていること、さらに朝鮮 5期（各
学年 2分冊）の内容同一率は、巻二 62％であ
るが巻七～十二は 100％となり、4 学年（巻
七）からは国定と完全に一致している。（上
田報告）第 5期は内地、台湾、朝鮮も国民学
校期となり戦時体制下、内外地同一の教育制
度･方針が導入された時期に重なる。 
南洋群島『国語読本』は第 4次まで発行され
ており、国定教科書との異同性はそれぞれ異
なるが、全次の平均として国定との「同一・
類似」課名を有するものは 26％（第３次が最
も高く 38％）で高くはないが、その「同一・
類似」課名の中では約 60％、全次全教材の中
では 15％が「同一・類似」内容であることが
判明した。（宮脇報告） 
南方占領諸地域では、日本軍占領後の学校再
開に先立って現地要員養成向けに各種の日
本語教科書が発行されていた。現地調査で収
集されたそれらの教科書と国定国語読本と
の異同性分析の結果、シンガポール・軍政監
部国語学校用『国語読本 巻一～三』（42 年
11 月～43 年 1 月刊）では 33％が国定から題
材を採用していることが判明した。（清水報
告）同様に、ビルマの『日本語読本』（巻２
～巻５）はいずれもビルマ国独立（1943 年 8
月）後の発行であるが、課名の 44％が国定教
科書と同一であること、内容の 41%が国定と
「同一・類似」であった。またインドネシア
本は、課名 71%、内容 62％が国定と「同一・
類似」であることが判明した。（宮脇報告） 
このように、地域、発行期による違いはある
が、一般的傾向として、高学年になるほど、
また戦時体制が強化されるにつれて国定教
科書と共通の教材の割合が高くなっている。
また高学年になるほど、思想的内容をもつ教
材の割合が増えている。これは植民地の内地
化であって、両者が歩み寄って成立した統一
ではなかった。しかしまた内地化は、植民地
統治の最終期においてもなお限定的であっ
た。気候・風土など学校・学習者を取り巻く
環境が内地とは異なるゆえんであろう。（桜
井報告） 
②修身 
戦前の文部省発行による国定「尋常小学校修
身教科書」と、日本植民地統治下、台湾総督
府発行による「公学校修身教科書」に表れた
課名の異同を比較し、異同にどのような意図
が込められたのかについて明らかにした。そ
の結果、台湾修身教科書は国定修身教科書か



ら大きな影響を受けていた。台湾総督府の修
身教科書制作は国定修身教科書の動向を受
けつつ、同化教育や皇民化教育を推進させる
べく編纂されていた。一方、国定教科書と同
じ人物が現われても、そのまま同じ内容が扱
われていたわけではない。植民地統治下とい
う時代状況下にいる台湾の子どもたちに求
めたことは、国定教科書を使用する子どもた
ちと異なるものであった。（白柳報告） 
また、植民地朝鮮の「修身」教科書と日本の
それを対比した結果、朝鮮総督府「修身」教
科書は、朝鮮にいる日本人・朝鮮人とも使用
したものであったが、そこでは、日本国内と
微妙な表現の違いを用いることによって、朝
鮮人はあくまで「帝国臣民」であっても、「日
本国民」ではないこと、その一方で「帝国臣
民」として、日本人の下に位置すべき事が主
張されているということが明らかになった。
（佐野報告） 
南洋群島については、芦田恵之助が編纂した
第２次編纂国語読本の各課の題目を国定修
身教科書の題目と比較して、国語読本の内容
がどのような目的を持っていたかを明らか
にした。国定教科書では修身科用の教科書が
あったが、南洋群島教科書では国語読本のみ
が発行されており、修身、歴史、地理、理科
などは、すべてこの国語読本に組み込まれて
いた。南洋群島では教科書が国語読本のみだ
ったこともあるが、「国語」を通して、言葉
だけではなく、統治国に従順な「良い子」を
育てることに大きな目的があったことが明
らかとなった。（岡山報告） 
③歴史地理 
・歴史 
徹底した同化教育は植民地支配の特徴とし
て共通しているが、二つ（台湾と朝鮮）の植
民地教育のあり方には大きな違いがあった。
朝鮮では、初期には朝鮮半島の歴史を意識し
た内容が垣間見られたが、時代が下るにした
がってその点がはずされ、1940 年代には朝
鮮民衆、朝鮮半島は東亜の基盤であり要とし
ての位置を意識した記述になっていった。一
方、台湾は、台湾民衆、台湾の位置づけは全
く異にしており、変化の少ない無神経な「国
史」そのままであった。両地域の民衆の抗日
運動、軍事的位置の違いなど、分析が必要だ
ろう。(佐藤広美・一盛 真報告) 
・地理 
朝鮮総督府地理教科書の分析を行った。1930
年代から地理教科書編纂がはじまり、15 年戦
争の開始と密接していた。朝鮮第 2 期（1932
年）編纂の田中啓爾（東京文理科大学助教授）
の地理観を検討し、欧州における地理観（植
民地観）の影響を調べ、植民地支配のための
産業発達や開発享受主義の主張などの観点
が教科書記述の実際に表れていることを示
した。(白 恩正報告) 

④理科 
植民地での教育にあっては、自然科学を教え
ることが為政者にとって危険性を孕むこと
であると考えられ、回避されただろうこと、
また、植民地で発行された教科書は国定教科
書とは著作者、執筆者が異なり、文部省の検
閲もないことから、教科書に実験的要素、あ
る種の先進性をもっただろうことが予想さ
れた。教科書内容の検討を進めた結果、国定
教科書、植民地教科書ともに自然科学的記述
が希薄でありながら、植民地教科書には国定
教科書に対する先進性を見ることができた。
この植民地教科書の先進性については、自然
を個別的、羅列的に扱うのではなく、総合的
にとらえさせようとしたことに見出してい
る。なぜなら、この総合的なとらえ方は、敗
戦直前の国定教科書の国民学校期の一つの
特徴であり、それ以前の植民地教科書に、す
でにそのような記述が見られることからで
ある。（岩崎報告） 
⑤実業（農業） 
初等教育機関の農業教科書は、台湾と朝鮮で
は存在するものの、国内では高等小学校（中
等教育機関）で使用された。さらに、高等小
学校教科書の場合、国民学校期（1944 年）ま
で国定教科書はなく、ほとんどの道府県教育
会が独自の農業教科書を作成していた。なか
でも国内で影響力を持ったと思われるのは
最初の文部省著作教科書・国①『小学農業書』
（1907）と教授時間増で編纂された国②『小
学農業書 乙種』（1913）であった。文部省、
朝鮮総督府、台湾総督府のそれぞれが発行し
た農業教科書のうち、原本を確認できたもの
を発行年順に並べ、採り上げられた各課の内
容を簡易分類し、課数と百分率の状況を示し、
類似性を判断する目安とした。 
国①およびその基になった『小学校教師用農
業教科書』（1904-05）とあわせた教授内容の
大枠は朝①『普通学校農業書』（1914、朝鮮
人用、「技術本位」）との共通事項が多い。他
方、朝③『尋常小学農業書』（1917、在朝鮮
日本人用）が朝鮮の日本人小学校に発行され
たが「趣味本位」とされ、朝①との構成は異
なっていた。第２次朝鮮教育令により新たな
教科書編纂が行われたが、朝⑤『初等農業書』
（1923、24）の場合、在朝鮮日本人用の朝③
をほぼそのまま踏襲し、これを朝鮮人と兼用
で用いさせた。1930 年代後半に登場する『職
業科教授書』も日・朝兼用であり、民族間を
あえて分けていない。教育内容が増産奨励と
直結し、これを優先させたためと解釈できる。 
台湾での最初の農業教科書は台①『公学校農
業書』（1930）だが、改定版・台②『公学校
農業書』（1932）とあわせて、甘蔗・パイナ
ップル・バナナなど特徴的作物の産業政策・
増産奨励が明確に示される記述があった。台
③『公学校女子農業書』（1937）には、それ



以前に見られなかった皇室関係記事が登場
した。支配者の求める農民像を日本語で示し
たという意味では、しっかりと植民地支配に
役立つ要素を軸に編んだ教科書であったと
いうことができる。（井上報告） 
⑥芸術（唱歌・図画） 
唱歌では国定と台湾・朝鮮・「満洲国」を、
図画では国定と台湾・朝鮮を分析対象とした。
唱歌集の教材は日本の唱歌を転載するか、そ
れを参考に現地の事物・風土を題材に新たな
歌を作る二つのパターンが一般的であった。
文部省唱歌集に最も忠実だったのが台湾で、
歌詞もすべての歌が日本語で作られた。「満
洲国」では中国語の歌が半数以上あり、朝鮮
では漸進的に日本語の唱歌が採用されてい
たのとは状況を異にする。調性などすべての
面から最も自由度が高かったのが「満洲国」、
強制的な対応を迫られたのが台湾、台湾の統
治状況によって漸次修正されたのが朝鮮と
考えられる。 
一方、図画では、国定・台湾間に、同一の絵
図や構図の同じ絵図、課名が同じ単元が複数
あり、国定の影響を強く受けていることがわ
かる。国定・朝鮮間は、同一課名の単元はあ
るものの、低学年用の課名にカタカナと分か
ち書きを用い、構図が同じ絵図でも一部に手
を加えるなど、朝鮮総督府の主体性が感じら
れる。図画教科書編纂以前から、国定教科書
を利用して図画教育を行っていた台湾と、独
自の図画教科書編纂経験のある朝鮮の違い
ではないかと推察される。(佐藤由美報告) 
⑦体育 
体育（体操）には他教科のような教科書は発
行されていないが、教授要目・体操教授書は
内外地ともに発行されていた。本研究で対比
したのは、1927 年朝鮮の改正学校体操教授
要目（「体操要目」と略）に準じた体操教授
書（「教授書」と略）と、1924 年版教授書と
の異同、1926 年日本の体操要目との異同、
1927 年台湾の体操要目とし、それらの異同
性を明らかにしながら、その意味を検討した。 
1920 年代の台湾、朝鮮は、内地延長政策が
展開され、「日台一体化」（台湾）、「内鮮融和」
（朝鮮）が推進された。27 年台湾の体操要目
は、内容・教材順序とも日本とほぼ同様であ
った。24 年朝鮮の教授書は、桜井恒治郎の体
操理論に依拠したものであったが、27 年のも
のは、これを完全に改訂し、26 年日本の体操
要目に準じた内容になった。この意味では、
日、台、朝の体操教授は形式的には同様にな
ったといえる。 
しかし、朝鮮での体操教授は「体操の半島化」、
「郷土化」が推進され、産業振興政策の中で
朝鮮人が必要とされる労働作業のための体
操として展開した。 
1926 年日本、1927 年台湾、朝鮮の体操要目
は、体操教授の「基準」として位置づけられ

た。これは、26 年、27 年の要目及び教授書
の検討が、学校における体育政策の基本的理
念をより鮮明に示したものと見ることがで
きる。日本では、自由主義的な傾向が抑制さ
れ、体操と教練との連携を重視する軍事的体
育へと変化する転換点であったが、朝鮮にお
いても、台湾においても、同様の流れの中で
統一的な教授を統制的に再編成していこう
とした政策的姿勢を示していると言える。 
20 年代の体操教授の比較検討から、この時期
の体操教授がそれぞれの実情を反映しなが
らも、台湾人及び朝鮮人を植民地における人
的資源として有用に活用できる体育的基礎
を準備しようとしたものであったと言える。
（西尾報告） 
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